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お願い 

 1 月中旬ごろより新型コロナウイルスの感染がまた広がり、各地が第 6 波に見舞われています。心配

な日々が続きますが、学校も感染対策を怠らないように細心の注意を払いますので、各ご家庭に置かれま

しても気を付けて、日々お過ごしください。特に、オミクロン株の感染力は強いといわれていますので、

どんなに気をつけても感染する可能性は誰でもあります。ご家族の中で体調を崩された方がいる場合やお

子様が体調不良の場合は必ず登校を控えていただくとともに、学校にご連絡ください。2 月、3 月と子ども

たちにとって大事な時期に差し掛かっています。何としても子どもたちの学校生活を守るためにご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

黙  食         ～噛む～  
 最近の食事は、柔らかい食べ物を好んで食

べる傾向があり、食事にかける時間が短くなっ

ているといわれます。昔の食べものには、硬い

ものから柔らかいものまで歯ごたえにバリエー

ションがあったので、よく噛んで食べていまし

た。そのころに比べると、今は歯応えのある食

べ物が減っているようです。コロナ禍の中、会

話しながらの食事は感染リスクを高めるという

ことで黙食を推奨している今だからこそ、食事

の原点である“噛むこと”に意識してみましょ

う。 

 何故“噛むこと”に意識するのかという

と、“噛むこと”には様々な健康効果があるとい

うことが研究で伝わっているからです。その研

究では、“噛むこと”で脳が活性化され、認知症

の対策にもなることが分かっています。私たち

は健康のためにも、日頃からもっと噛むべきな

のです。 

 

 

 

 

◎ よく噛んで元気な脳をつくる 
 

 噛むことと脳の活性化の関係を調べるため

にチューイングガムによる実験を行ったとこ

ろ、脳のさまざまの領域が活性化するというデ

ータが得られました。噛むと運動野や感覚野を

はじめ、運動プログラムをつくる補足運動野、

運動野感覚を中継する視床、運動の学習や記憶

に関わる小脳などの活性化がおこります。 

  

◎ 記憶力をアップする 
 

 よく噛むと多くの情報が

脳に伝わります。食べ物を噛

むと唾液と混ざり合って味が

でます。（味覚）。臭いもしま

す（臭覚）、また、口の中には

食べ物の温かさ、冷たさ、硬

さ、柔らかさ、舌触りなどの感覚を受け入れる

感覚受容器が存在しています（体性感覚）。食べ

物を噛んでいるときには音がします（聴覚）。さ

らに食べる際には必ず眼を使います（視覚）。つ

まり噛むことは、五感情報を一挙に、かつ同時

に脳に取り組むことができる唯一の方法なので

す。脳の中にさまざまな情報が伝わり海馬とい

う場所がそれにより活性化され、記憶力がアッ

プするといわれます。 

 

 まだまだ食事の時にしっかり噛むことによ

って得られるメリットはたくさんあります。日

常の食事は人数や会話に制限がかかり、楽しい

食事の場面が窮屈になってしまっていますが、

この黙食の機会に今一度“噛む”ということに

意識して食事してみてはいかがでしょうか。 

 

 

 



【部活動等の戦績】 

◆陸上競技部◆ 

 ○第６０回東京都中学校ロードレース大会 

  上柚木陸上競技場特設コース 

  令和４年１月２３日（日） 

 第１位 松田 悠楽 

女子２･３年西部 1.5 ㎞競走 ５分１４秒 

 第４位 山下 路樹 

男子１年西部  1.5 ㎞競走 ５分１３秒 

第６位 湯浅 みなみ 

女子１年西部  1.5 ㎞競走 ６分２５秒 

第 7 位 池津 舞夏 

女子２･３年西部 1.5 ㎞競走 ６分０６秒  

◆第７１回「社会を明るくする運動」 

作文コンテスト◆ 

優秀賞 ２年 塚野 渚 

優秀賞 ２年 萩田 愛子 

令和４年２月３日（木）  

多摩市役所３階特別会議室にて、阿部市長よ

り表彰状授与 → ３/２３に延期 

 ◆第７１回「社会を明るくする運動」 

作文コンテスト◆ 

  東京都推進委員会優秀作品 佳作  

２年 塚野 渚 「犯罪のない社会のために」 

 ◆家庭科部◆ 

 ○本格的な自家製椎茸栽培への取り組みに挑戦 

  相澤農園様、本校用務主事さんのレクチャーの

下で、本校家庭科部の森山さん、薄衣さんが楢

の木に椎茸の菌を植え付けました。多摩市教育

委員会教育指導課の上川様、山崎様、公園緑地

課の皆様の御協力本当にありがとうございまし

た。また、学校運営協議会の石川様、地域有識

者の佐藤様にも大変お世話になりました。３３

本の楢の木に１０００個の椎茸の菌を植え付け

ることができました。今後の収穫が大変楽しみ

です。 

  令和４年１月１８日（火）１５：３０～ 

＜椎茸の菌＞     ＜説明・作業＞ 

                      

 ○相澤農園での本格的な農業体験 

   家庭科部は、令和３年度から本格的かつ継続

的に相澤農園で農業体験をしています。直近で

は、１月２３日（日）の午後、収穫した大根で

切り干し大根作りをしました。今までの活動の

様子と感想を掲載しました。 

これまでに、種まき、苗植え、間引き、雑草

抜き、堆肥撒き、剪定、収穫作業などを通し、

野菜や果物の育て方を学んでいます。相澤農園

さんは、畑に池を作って蛙を飼い、作物の所々

にカマキリの卵を仕掛け、土の上の虫は蛙に、

草につく虫はカマキリに、食物連鎖をうまく利

用して、無農薬栽培を信念に美味しい野菜を作

られています。無農薬と言い切るためには相当

な手間暇がかかるため、畑作業を通して「今ま

で買っていた野菜はもっと高くていい」「残した

らもったいない」など個々に思いが湧き始めて

います。部員たちのキラキラとした表情で丁寧

に畑仕事に取り組む姿を見ていただきたく、夏

以降はご家族や地域の方にもご協力いただき、

家庭科部のお母さん・お父さん・おばあちゃ

ん・おじいちゃんとして、活動を支えていただ

いています。 

コロナの第五波終息後より調理実習も再開

し、収穫した野菜を調理して味わう経験も積ん

でいます。また、サツマイモや里芋の茎も、捨

てずに調理し、丹精込めて作った野菜を無駄な

く美味しくいただく方法についても学んでいま

す。「嫌いだった里芋が食べられた」という一人

の言葉に、周りの部員が喜ぶ姿があり、この１

年間の成長を感じました。（顧問 大星 陽子） 



【教育実習生の紹介・三代 和弥先生】 

第 98 回東京箱根間往復大学駅伝競走で第４区を激

走しました国士舘大学の三代先生からの言葉です。 

 国士舘大学、体育学部 4 年生の三代和弥です。 

この度はご縁がありまして、多摩永山中学校で３週

間、教育実習を行わせて頂いております。 

限られた日数とはなりますが、元気で明るい生徒

の皆さんから力を頂き、実習に励みたいと思いま

す。どうぞよろしくお願い致します。 

  

【永光祭展示の部】１／１７～１／２１ 

保護者の皆様、永山小・瓜生小児童の皆様、引率

者の皆様御来校ありがとうございました。また、副

籍交流のため、都立桜の丘学園の生徒の作品展示あ

りがとうございました。１/２３から予定していまし

た連合図画工作・美術展は中止になりましたが、出

品する予定だった作品の生徒をご紹介いたします。 

 

【各学年・年度当初に掲げ、作成した目標の達成に

向けて日々努力しています】 

＜１学年＞          ＜２学年＞ 

 

＜３学年＞     ＜Ｒ３年度の卒業生へのメッセージ＞ 

 

 

【青少協瓜生地区委員会によるどんど焼き】 

◆１月１５日（土）１１時３０分点火◆ 

 瓜生小学校校庭において、第２６回どんど焼きが行

われました。点火に先立ち、青少協瓜生地区会長の大

原立江様、市長の阿部裕行様、瓜生小学校校長の水野

裕司様からお言葉を頂き、瓜生小学校児童による素晴

らしい瓜生太鼓の生演奏が披露されました。今後も、

地域の伝統行事として継承されていくことを願って

います。 



【学校評価アンケートのまとめ】保護者の皆様から頂きました貴重な御意見は、3 学期、そして令和 4 年度に向

けて最大限活かしてまいります。本当に貴重な御意見をありがとうございました。 


